陳　述　書（日影規制緩和の許可）
　　　年　　月　　日
（あて先）名古屋市長
住　　所　名古屋市〇〇区〇〇町〇〇番地
申請者　　　　　　　　　株式会社〇〇〇〇
氏　　名　代表取締役　〇　〇　〇　〇　　
１　申請趣旨……陳述の趣旨をわかりやすく書くこと
　（記入例）　名古屋市〇〇区〇〇町〇〇番の第１種住居地域内にある株式会社〇〇〇〇の店舗・事務所を増築するにあたり、建築基準法第５６条の２第１項ただし書の規定により、日影規制による高さ制限緩和の許可をお願いします。
　昭和２４年２月に創業以来、該当敷地において営業をしてきましたが、営業の拡大により現在の事務所のスペースが手狭になりましたが、当該敷地以外に所有する土地がなく、また、店舗の営業からこの地を離れることは困難な状況にあります。
　事務所の増築にあたりまして、現在の建築物が日影規制の既存不適格となっていますので、許可をお願いするものです。
２　申請敷地付近の状況……申請地周辺の土地の利用状況などを具体的に記入して下さい。
　（記入例）　申請地の北側は幅員１５ｍの市道〇〇線に面し、その北側は、専用住宅、共同住宅があります。東側隣地は店舗、西側隣地は共同住宅・駐車場となっています。南側隣地は事務所となっています。
　周辺は、住宅、店舗、事務所等が混在する地域となっています。
３　敷地の面積
申請地　　名古屋市〇〇区〇〇町〇〇番、〇〇番２、〇〇番３
　　　　　　　面積　〇〇〇．〇〇平方メートル
４　建築物の構造、規模
　　今回申請部分　　用　　途　　　　　　　　　　　　構　　造
　　　　　　　　　　建築面積　　　　　　　　　　　　延べ面積
　　　　　　　　　　階　　数　　地上　　階、地下　　　階
　　既存建築物については、別紙「建物概要表」による
５　その他参考になる事項
　（１）　既存建築物の確認、許可等の経緯、用途地域の変遷
　（２）　建築設計事務所の住所・氏名・連絡先（担当者）
